
令和 8 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

：マサキビル1F

：令和7年4月～6月、9月～現在

：約10～18名

＜目的＞

＜成果＞

◆活動内容の追加コメント

◆連携した結果に対する意見または評価

◆今後の連携強化に向けた課題

　今まで火曜日は依頼していなかったが、今後お願いしたいです。

連携先企業名 平尾農園 担当者名 代表者　平尾宗男

電話番号 0877-21-6080 対象年度 令和7年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

住　所 香川県丸亀市土器町東六丁目197番地 管理者名 山下和也

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ほまれの家丸亀 事業所番号 3712002801

◆地域連携活動の

　ねらい

：社会との相互理解を深め、障がい者

　雇用の確保とイメージアップを行い

　地域における利用者の活動の場を広げる。

◆地域にとっての

　メリット

：人材不足が課題となっている

　企業様と連携を図り、地域に貢献していく

　障害者雇用の促進、労働力の確保

◆対象者にとっての

　メリット

：一般就労に向けた訓練や実務経験の機会を

　提供し、就労に必要なスキルの習得を図る。

◆活動場所

◆実施日程

◆実施した生産活動

　施設外就労の概要

◆利用者数

：人材不足の対応として、障害者の対応できる

　ミニトマトの検品、計量、袋詰め作業を切り出し、

　施設外外就労により働く場づくりを行った。

　グラム数を間違えていることが頻発していたので、

　計量作業者への確認や、袋詰め作業者によるダブル

　チェックを実施し、ミスを減らした。

　大幅に作業工数が軽減され、とても助かりました。

◆実施した結果

◆得られた成果

◆課題点

：量が多い日も協力して

　午前中に終わらせられている

：作業や片付けの連携を

　取れるようになり、目的意識を高められた

：作業慣れによる『雑さ』が

　出ているときがある

様式１


